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３　特別支援学校における対応





（１）児童生徒等在校中の対応（特別支援学校：知的障害）





　児童生徒等への対応・留意点





緊急地震速報受信地震発生！





津波発生！





教職員の対応





「カタカタ、


ユッサユッサ」





・的確な指示


「机の下にもぐる」「机の脚をつかむ」「頭部を守る」等の指示


・自身の安全確保


・パニックをおこさないように、声かけて安心させる


（可能な限り）


・出口の確保


・火災など二次災害の防止





・本震が来る前に、机の下にもぐる


・机の脚を持つ


・姿勢を低くし、頭部を保護する


「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない場所」


・ヘルメット等を着用する





安 全 確 保





揺れがおさまる





避難開始


・一次避難場所


　運動場


・二次避難場所


　体育館





・安全が確認できるまでその場を動かないように指示


・ハンドマイク等での避難指示（○○教頭）


・避難経路・避難場所の安全確認（××教諭）


・火の元の確認、初期消火


＜持ち出し品担当＞


・名簿、引き渡しカード、教務データ（■■教務主任）


・救急セット、ＡＥＤ（◆◆養護教諭）





情報収集


避難の指示


持ち出し品の準備等








津波による被害が心配される学校は高い避難場所を設定する





配慮を要する児童生徒等への対応


・声かけをして、安心


させる


・心配な児童生徒等には、そばに寄り添って行動する





・担当教職員が児童生徒等を避難誘導


・トイレ､教室､体育館等に児童生徒等が残っていないか確認


・人員を確認、安全な位置に誘導し、落ち着かせる


・寄宿舎の教職員は学校の避難場所に集まり合流する





避　難　誘　導





児童生徒等が学校、寄宿舎にいる場合（日中、放課後、夜間）の対応も考えておく





安否確認・待機





・人員点呼と安否の確認


・負傷者の確認と応急手当


・関係機関への連絡


・地域住民避難の手伝い





学校災害対策本部の設置


【会議室】





（津波警報等解除）





・保護者と連絡がとれない場合は学校で保護


・引き渡しカードを準備


・津波警報が解除されるなど、安全が確認されるまで


引き渡さない


〈保護者への引き渡し 参照〉





保護者への連絡





福祉避難所に指定されている学校は、その対応も検討しておく





保護者への引き渡し





（２）児童生徒等在校中の対応（特別支援学校：視覚障害・聴覚障害）





　児童生徒等への対応・留意点





緊急地震速報受信地震発生！





津波発生！





教職員の対応





「カタカタ、


ユッサユッサ」








・的確な指示


「机の下にもぐる」「机の脚をつかむ」「頭部を守る」等の指示


・自身の安全確保


（可能な限り）


・出口の確保


・火災など二次災害の防止





・本震が来る前に、机の下にもぐる


・机の脚を持つ


・姿勢を低くし、頭部を保護する


・ヘルメット等を着用する


盲学校


・周囲の状況を説明し、声をかけ続ける


ろう学校


・児童生徒等と教職員が近くに寄り添い、指示が伝わりやすくする





安 全 確 保





揺れがおさまる





・安全が確認できるまでその場を動かないように指示


・ハンドマイク等での避難指示（○○教頭）


・避難経路・避難場所の安全確認（××教諭）


・火の元の確認、初期消火


＜持ち出し品担当＞


・名簿、引き渡しカード、教務データ（■■教務主任）


・救急セット、ＡＥＤ（◆◆養護教諭）





避難開始


・一次避難場所


　運動場


・二次避難場所


　体育館





情報収集


避難の指示


持ち出し品の準備等








津波による被害が心配される学校は高い避難場所を設定する





配慮を要する児童生徒等への対応


盲学校


・誘導ロープや前の人の手引などで、離れないようにする


ろう学校


・光や旗など、視覚に訴える方法で、行動できるようにする








・担当教職員が児童生徒等を避難誘導


・トイレ､教室､体育館等に児童生徒等が残っていないか確認


・人員を確認、安全な位置に誘導し、落ち着かせる


・寄宿舎の教職員は学校の避難場所に集まり合流する





避　難　誘　導





安否確認・待機





児童生徒等が学校、寄宿舎にいる場合（日中、放課後、夜間）の対応も考えておく





・人員点呼と安否の確認


・負傷者の確認と応急手当


・関係機関への連絡


・地域住民避難の手伝い





（津波警報等解除）





学校災害対策本部の設置


【会議室】





・保護者と連絡がとれない場合は学校で保護


・引き渡しカードを準備


・津波警報が解除されるなど、安全が確認されるまで


引き渡さない


〈保護者への引き渡し 参照〉





保護者への連絡





保護者への引き渡し





福祉避難所に指定されている学校は、その対応も検討しておく





（３）児童生徒等在校中の対応（特別支援学校：病弱・肢体不自由）





　児童生徒等への対応・留意点





緊急地震速報受信地震発生！





津波発生！





教職員の対応





「カタカタ、


ユッサユッサ」





・的確な指示


「机の下にもぐる」「机の脚をつかむ」「頭部を守る」等の指示


・自身の安全確保


・パニックをおこさないように、声かけて安心させる


（可能な限り）


・出口の確保


・火災など二次災害の防止





・本震が来る前に、机の下にもぐる


・机の脚を持つ


・姿勢を低くし、頭部を保護する


「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない場所」


・ヘルメット等を着用する





安 全 確 保





揺れがおさまる





・安全が確認できるまでその場を動かないように指示


・ハンドマイク等での避難指示（○○教頭）


・避難経路・避難場所の安全確認（××教諭）


・火の元の確認、初期消火


＜持ち出し品担当＞


・名簿、引き渡しカード、教務データ（■■教務主任）


・救急セット、ＡＥＤ（◆◆養護教諭）





避難開始


・一次避難場所


　運動場


・二次避難場所


　体育館





情報収集


避難の指示


持ち出し品の準備等








津波による被害が心配される学校は高い避難場所を設定する





配慮を要する児童生徒等への対応


・声かけをして、安心


させる


・心配な児童生徒等には、そばに寄り添って行動する


・児童生徒等の健康状態に気を配りながら移動する





・児童生徒等を移動させる時は車いす、ストレッチャー、教職員が背負う、など個人に合った方法をとり避難する


・トイレ､教室､体育館等に児童生徒等が残っていないか確認


・人員を確認、安全な位置に誘導し、落ち着かせる


・寄宿舎の教職員は学校の避難場所に集まり合流する





避　難　誘　導





児童生徒等が学校、寄宿舎にいる場合（日中、放課後、夜間）の対応も考えておく





安否確認・待機





・人員点呼と安否の確認


・負傷者の確認と応急手当


・関係機関への連絡


・地域住民避難の手伝い





（津波警報等解除）





学校災害対策本部の設置


【会議室】





・保護者と連絡がとれない場合は学校で保護


・引き渡しカードを準備


・津波警報が解除されるなど、安全が確認されるまで


引き渡さない


〈保護者への引き渡し 参照〉








保護者への連絡





保護者への引き渡し





福祉避難所に指定されている学校は、その対応も検討しておく








